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研究成果の概要（和文）：現状では作業療法士(OTR)の熟達に関する人材育成については、それぞれの病院・施
設が試行錯誤しながら取り組んでおり、各病院・施設の組織風土が個人の熟達に影響を与えていることが示唆さ
れた。日本のOTRの熟達を促す組織風土については、ストレス管理、ワークライフバランス、学際的なコラボレ
ーション、女性OTRのための職場環境整備、そしてOTRのアイデンティティの育成について言及されていた。先行
研究を元にした調査を実施したところ、OTRの熟達を促す組織風土の要素として、大きく「先輩からの指導・フ
ィードバック・知識や技術の伝達があること」と「勉強会・学会に参加しやすいこと」という2つの要素が挙げ
られた。

研究成果の概要（英文）：Hospitals and care facilities have been working on human resources 
development of Occupational Therapists (OTR) in their own ways through trials and errors. As a 
result, the organizational climate of respective hospitals and facilities affects the skills and 
proficiencies of individual OTR.
Stress management, work-life balance, interdisciplinary collaboration, work environment for female 
OTR, and fostering OTR identity are said to be the main elements of the organizational culture to 
promote the proficiency of OTR in Japan. 
Our recent survey, conducted based on previous studies, shows that the following two elements are 
especially important for the organizational culture in developing the proficiencies of OTR. One is "
guidance, feedback, knowledge and skill transfer from senior staff members." Another element is "
easy access to study sessions and academic congress." 

研究分野：作業療法士の人材開発・組織開発
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の結果より、作業療法士の熟達を促すには個人の能力のみならず、職場環境すなわち組織風土も大きく関
与していることが明らかとなった。作業療法士の熟達を促す組織風土として、特に「先輩からの指導・フィード
バック・知識や技術の伝達があること」と「勉強会・学会に参加しやすいこと」という要素が挙げられた。
研究結果はこれからのリハ専門職の職場環境を整備する際の参考とすることができ、またリハビリテーションチ
ームの質の向上にも寄与できる可能性がある。今後はこれらの知見を元に、組織風土が作業療法士の熟達にどの
程度影響を与えるのか、学術的な検証を積み重ねながら人材開発を進めていくことが重要であると考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
リハビリテーション専門職の人材開発は，従来，熟達者が初心者にその技能の伝達を図る

際に経験則的な，いわゆる「on the job training（OJT）」を中心とする指導が行われてきて

おり，後進の臨床実践技能向上を目的とした人材育成については，指導者および新人の個々

の能力への依存度が高かった．研究開始当初，本研究では根拠に基づいた作業療法士の効果

的な人材開発に向けて個人の能力についての尺度開発を実施する予定であったが，先行研

究になどから，熟達には職場環境すなわち組織風土が少なからず関与していることが示唆

され，組織風土を中心とした調査を実施することとした． 
近年，人材開発の研究においても，職場(Workplace)を学習環境としてとらえ，その環境

が学習に影響を与える可能性を実証的に探求する研究も増えている．医療現場に関しての

組織風土の研究では，組織風土と医療事故の関連性についての報告などがなされている他，

病院職員のストレスや職務満足度に関しての報告もある．しかしながら，組織風土が作業療

法士をはじめとするリハ専門職の熟達やパフォーマンスに与える影響を分析している研究

は少ない． 
 
２．研究の目的 
 そこで本研究では，リハビリテーション専門職において，職場風土（職場環境）が熟達に

関連する事象にどのように影響を与えるかを明らかにするため，「現在のリハビリテーショ

ン専門職の組織風土（職場環境）がどのようなものであれば，リハビリテーション専門職自

身の熟達を促すと考えるか」という内容について，実際に臨床で勤務する作業療法士にアン

ケート調査を行い，自由記述から得られたデータについてテキストマイニングを実施し，そ

の要素を質的に分析する． 
これらの研究成果は同じリハビリテーション専門職である理学療法士，言語聴覚士等に

ついても非常に有用な先駆となることが予測される．実際の臨床場面において，作業療法士

をはじめとしたリハビリテーション専門職の知識と技能の円滑な向上が多職種連携やチー

ム医療の質の向上にも寄与することが期待される.  
 
３．研究の方法 
回復期リハビリテーション病棟に常勤専従として勤務する作業療法士および理学療法士

に対し，「現在の組織風土（職場環境）がどのようなものであれば，リハ専門職の熟達を促

すと考えますか．些細なことでも構いませんので，なるべく多くお書きください．」という

設問に対し，web サイト上のアンケートフォームから自由記述による回答を得た．自由記

述から得られたテキストデータについて，ユーザーローカル AI テキストマイニングツール

（https://textmining.userlocal.jp/）を用いて分析を実施した． 
 
４．研究成果 
作業療法士の熟達を促す組織風土の要素として，「先輩からの指導・フィードバック・知

識や技術の伝達がある組織風土」，「勉強会・学会への参加しやすい組織風土」などが重要で

あると考えていることが示唆された．また同じリハ専門職でも，若手と指導を行う中堅以降



 

 

の業務や学習に対する熱量の差など，様々な立場の違いによる「意識の差（ギャップ）」や、

新人や若手のリハ専門職の経済的および時間的な「制約」から学会や勉強会に参加しづらい

現状が浮き彫りとなった．これらの「意識の差（ギャップ）」や「制約」を取り除く（調整

する）ことが，今後，リハ専門職の熟達を促す組織風土（職場環境）の醸成に繋がる可能性

が考えられる． 
作業療法士をはじめとするリハビリテーション専門職は今後も毎年多くの新人が輩出さ

れる見込みであり，効果的な人材開発への取り組みが急務となっている．本研究結果をもと

に，リハビリテーション専門職における組織風土が熟達に与える影響についての学術的な

調査をさらに進めていきたい． 
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